
琉球大学学術リポジトリ

食材性シロアリ Coptotermes formosanus Shiraki
のキシラン消化機構の解明

言語: 

出版者: 琉球大学21世紀COEプログラム

公開日: 2009-04-16

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 荒川, 岳, Arakawa, Gaku

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/20.500.12000/9817URL



ＰＧ－ｌｌ 食材性シロアリＣ叩､陀剛“ﾉ、"Csα""sSInirakiの

キシラン消化機構の解明

（Purificationandmolecularcloningofxylanasesfromthewood-fCedingtermite，
Ｃ〃伽e川Cs〃肋ＣＭ肌sShiraki）

荒川岳（GakuArakawa）

琉球大学大学院理工学研究科博士後期課程海洋環境学専攻

食材性シロアリは、高効率の木材消化系を持ち、熱帯から温帯にかけて

の森林域で分解者として無機栄養塩類の物質循環に関わっている昆虫である。

シロアリは、シロアリ自身と後腸に共生する微生物由来のセルラーゼを組み合

わせた複雑なセルロース消化系を持つことで、木材中に含まれるセルロースを

効率的に分解することができる。しかし、木材中ではリグニンやキシランがセ

ルロースを被っていることから、セルラーゼがセルロースを効率よく分解する

ことができない。そのため、シロアリの74-99％とも言われるセルロース分解効

率を、セルラーゼの働きのみで論ずることは難しいと言える。従って、キシラ

ン除去は、木材中のセルロース消化効率を促進させる方法として有効な手段で

ある。シロアリもキシラン分解活性を持つが、その詳細な機構を調べるために

は消化系で実際に機能するキシラナーゼを単離し精査する必要があった。

本研究で用いたイエシロアリCOpro〃川ｅＭ,川ＣＭ川Shirakiは、沖縄本

島に広く分布する種である。消化管内のキシラナーゼ活性は、後腸に局在して

おり共生微生物がキシラン分解に関わっていることが推察された。AKTA

expIorerlOSを用いた液体クロマトグラフイでは陽イオン交換カラムとゲル濾過

カラムの組み合わせにより、シロアリの抽出物から分子量がl9kDa,l8kDaおよ

びl7kDaの３種類のキシラナーゼを単離精製した。Ｎ末端アミノ酸配列の情報

に基づいてこのキシラナーゼをコードするｃＤＮＡの全長配列を明らかにし、特

異的なプライマーを作成した。イエシロアリの消化管の抽出物より真核生物由

来のｃＤＮＡを作成し、キシラナーゼｃＤＮＡに特異的なプライマーでＰＣＲ増幅し

たところ後腸でキシラナーゼ遺伝子の発現がみられた。またマニピュレーター

によって単離したイエシロアリの後腸共生原生生物の逆転写産物をテンプレー

トとして同様の実験を行ったところ、〃Ｏﾉ０，川rjgorojaes",伽bjたより目的の分子

量に相当するＤＮＡ断片が増幅された。以上の結果から、主要なキシラナーゼの

遺伝子がＨ〃,ｉｒａ６ｊ/どの細胞内で発現していること、ならびに、イエシロアリの

キシラン消化は特定の原生生物種によって行われていることが示唆された。


